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Ⅰ　基本事項

Ⅱ　点検項目

99人 防護面積

福井県

　当海岸の背後には人家が連坦しており、冬季波浪等により海浜地が侵食さ
れ民家への被害が懸念される一方で、高浜漁港海岸の利便性の向上等が望ま
れていた。そのため、当事業により突堤や護岸等を整備し、侵食防護を図る
とともに、当海岸の利用に配慮する。

名称

防護人口

漁港海岸名
（地区名） 高浜

タカハマ

漁港海岸 事業主体

１．地区概要

事後評価書（完了後の評価）

都道府県名 福井県

事業名 海岸環境整備事業

関係市町村 高浜町

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

　本事業では、平成17年度に期中の評価を実施し、経済効果の妥当性について評価を行っ
た。その際の分析の算定基礎となった世帯数や家屋評価額等が増加しており、費用便益比率
も平成17年の1.44から平成27年の1.48へと増加している。

事業実施以前は、海岸保全施設の整備が不十分であったため、砂浜の侵食といった問題が
あったが、本事業による突堤や護岸等の整備により、海浜形状の安定が図られた。また、夏
期浴客入込数の安定化やイベントの開催により地域の活性に寄与しており、現時点での費用
対効果分析の結果は1.48と1.0を上回っていることから、一定の効果発現があると見られる。

２．事業効果の発現状況

３．事業により整備された施設の管理状況

５．社会経済情勢の変化

事業目的

現時点の
Ｂ／Ｃ

1.48
※別紙「費用対効果分析
集計表」のとおり

平成17年評価時の
費用便益比Ｂ／Ｃ

砂浜の状況について、継続的にモニタリングを行う必要がある。また、夏期浴客によるゴミ
捨て、トイレ等の利用におけるマナー向上等に向けた対策が必要がある。

背後地の人口推移は横ばい傾向であり、土地利用変化についても大きな変化は見られない。

６．今後の課題

７．事業の投資効果が十分見込まれたか

1,743百万円 事業期間 平成8年度～平成21年度

海岸管理者により、施設の変状について定期的に点検を実施している。

階段式護岸、突堤等の整備により、海岸には砂浜が形成されるとともに、海岸を利用したイ
ベント等の開催により、地域活性化に大きく寄与している。

４．事業実施による環境の変化

1.44

　当海岸は、福井県の最西端に位置し、砂浜海岸が続く海水浴場であり、関
西・中京圏から多くの浴客が訪れている。一方、高波浪が続く冬期には海浜
地が侵食される状況となっている。

高浜漁港海岸

1.8ha

２．事業概要

工種 突堤2基、護岸L=507.8ｍ、養浜A=13,860㎡、進入路L=311ｍ

地区の特徴

事業費
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Ⅲ　総合評価

　本事業は、台風時や冬季の波浪による背後地の安全性の低下を解消するため、突堤、護岸、養
浜等の整備を行い、地域住民の生命・財産への被害防止を図るとともに、海岸環境の保全ならび
に海岸利用への配慮を目的としたものである。貨幣化が可能な効果について、費用対効果分析を
行ったところ、1.0を超えており、経済効果についても確認されている。さらに、事業効果のう
ち貨幣化が困難な効果については、祭り、イベント等の開催機会の向上のような効果が認められ
る。
　このように、本事業により、当初想定していた地域住民の生命・財産への被害防止や海岸の利
便性等の向上が図られていることから、事業の一定効果の発現が認められた。
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

・交流人口の拡大効果
・祭り、イベント等の開催機会向上効果

浸水防護便益

侵食防止便益

海岸環境保全便益・海岸利用便益

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施設の耐用年数

便益額（現在価値化)

1.48

657,000

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

漁港海岸名
（地区名）

高浜漁港海岸福井県

海岸環境整備事業 50年

3,607,000

2,880,000

4,264,000

便益の評価項
目及び便益額

評価項目
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海岸環境整備事業  高浜漁港海岸  事業概要図 

突堤 

養浜 
進入路 

突堤 

事業主体：福井県 

主要工事計画：突堤 2基 

       護岸 507.8ｍ 

       養浜 13,860㎡ 

       進入路 311ｍ 

事業費：1,743百万円 

事業期間：平成 8年度～平成 21年度 

護岸 

護岸 
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高浜漁港海岸の事業の効用に関する説明資料 

 

1.高浜漁港海岸の概要 

(1)  地 域：福井県大飯郡高浜町 

(2) 受 益 面 積：1.8ha 

(3) 事 業 目 的：当海岸の背後には人家が連坦しており、冬季波浪等により海浜地が侵食

され民家への被害が懸念される一方で、高浜漁港海岸の利便性の向上等

が望まれていた。そのため、当事業により突堤や護岸等を整備し、侵食

防護を図るとともに、当海岸の利用に配慮する。 

(4) 主要工事計画：突堤    2基 

護岸    L=507.8ｍ 

養浜    A=13,860㎡ 

進入路   L=311ｍ 

(5) 事 業 費：1,743百万円 

(6) 工 期：平成8年度～平成21年度 

 

 

2.総費用総便益比の算定 

 

（１）総費用総便益比の総括                                           （単位：千円） 

区   分 算定式 数値 備     考 

総費用（現在価値化） ①  2,880,000 （２）総費用の総括 参照 

評価（事業期間＋５０年）  63年  

総便益額（現在価値化） ②  4,264,000 （３）総便益額の総括 参照 

総費用総便益比 ③＝②÷①     1.48  

 

（２）総費用の総括                 （単位：千円） 

   施設名 

（又は工種）  

 当該事業費 

     ①      

維持管理費 

    ②     

総費用 

③＝①＋② 

突堤、護岸、

養浜、進入路 2,646,000 234,000 2,880,000 

計 2,646,000 234,000 2,880,000 
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（３）総便益額の総括                                     （単位：千円） 

       区  分 

 効果項目 

年総効果額 効 果 の 要 因 

浸 水 防 護 便 益 
0 
高潮、波浪、津波等による浸水から背後地の資産等を守

ることによる便益。 

侵 食 防 止 便 益 
657,000 

海岸侵食による土地消失や資産被害が防止・軽減される

ことによる便益。 

海岸環境保全･利用便益 
3,607,000 

海岸景観の保全・改善やレクレーションの利用・アメニ

ティ向上などによる便益。 

計 
4,264,000 

 

 

 

  

（４）総便益額算出表 
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3.効果額の算定方法                                                        

（１）侵食防止便益 
○効果の考え方 

突堤等の侵食防護施設が整備されなかった場合の侵食範囲を想定し、侵食防護便益を算定す

る。 

○対象施設 

土地及び家屋、公共土木施設（道路）、公益事業等（水道・ガス） 

○年効果額算定式 

資産被害額/50 

○年効果額の算定 

 〔侵食による土地の被害額の算定〕 

表１－１  侵食土地面積            （単位：㎡）      

 宅地 砂浜 その他(雑地)  

単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 

10年後 0 0 8,315 8,315 0 0 

20年後 0 0 7,562 15,877 0 0 

30年後 1,667 1,667 2,513 18,390 588 588 

40年後 5,433 7,100 97 18,487 1,924 2,512 

50年後 5,997 13,097 0 18,487 2,162 4,674 

 

表１－２  土地単価             （円/㎡） 

 

 

 

  

 

 

表１－３  侵食による土地被害額                （単位：千円）     

 宅地 砂浜 その他(雑地) 合計 

単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 

10年後 0 0 190 190 0 0 190 190 

20年後 0 0 173 363 0 0 173 363 

30年後 58,345 58,345 57 420 7,408 7,408 65,810 66,173 

40年後 190,155 248,500 2 422 24,242 31,650 214,399 280,572 

50年後 209,895 458,395 0 422 27,241 58,891 237,136 517,708 

 

 

 

〔侵食による一般資産被害額の算定〕 

表２－１  侵食範囲の家屋数           （単位：戸）      

 家屋数 事業所数 合計  

単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 

10年後 0 0 0 0 0 0 

20年後 0 0 0 0 0 0 

30年後 5 5 0 0 5 5 

40年後 26 31 0 0 26 31 

50年後 34 65 0 0 34 65 

 

 

 

宅地 

(H27年福井県 

地価調査) 

砂浜 

(H27年福井県 

地価調査) 

その他(雑地) 

(H27年度路線価) 

高浜漁港海岸 35,000 22.9 12,600 
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表２－２  侵食による一般資産の被害額算定          （単位：千円） 

 

平均床面積 

(㎡/戸) 

床面積 

(㎡) 

家屋評価額 

(千円/㎡) 

(治水経済調査ﾏﾆｭｱ

ﾙH27.2改正) 

合計 

単期間 累計 単期間 累計 

10年後 

144.66 

0 0 

175.5 

0 0 

20年後 0 0 0 0 

30年後 723.3 723.3 126,939 126,939 

40年後 3,761.2 4,484.5 660,084 787,023 

50年後 4,918.4 9,402.9 863,186 1,650,209 

    

 

〔侵食による公共土木施設・公益事業等の被害額〕 

表３－１  公共土木施設（道路）被害額 （単位：千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－２  公益事業費（水道・ガス）被害額 （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※一般資産被害額を100とした場合、公益事業等被害額の比率は3(海岸事業の費用便益分

析指針(改訂版)より) 

 

 

〔侵食による資産被害額及び年間便益〕 

  表４－１ 侵食による資産被害額                   （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道路面積(㎡) 単価 

(円/㎡) 

(舗装工事費

相当額) 

被害額 

単期間 累計 単期間 累計 

 

10年後 0 0 

6,000 

0 0 

20年後 226 226 1,356 1,356 

30年後 4,813 5,039 28,878 30,234 

40年後 308 5,347 1,848 32,082 

50年後 280 5,627 1,680 33,762 

 一般資産被害額 被害額※ 

単期間 累計 単期間 累計 

10年後 0 0 0 0 

20年後 0 0 0 0 

30年後 126,939 126,939 3,808 3,808 

40年後 660,084 787,023 19,802 23,610 

50年後 863,186 1,650,209 25,895 49,505 

 
土地 一般資産 公共土木施設 

公益事業等 

(ｶﾞｽ、水道等) 
合計 

単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 単期間 累計 

10年後 190 190 0 0 0 0 0 0 190 190 

20年後 173 363 0 0 1,356 1,356 0 0 1,529 1,719 

30年後 65,810 66,173 126,939 126,939 28,878 30,234 3,808 3,808 225,435 227,154 

40年後 214,399 280,572 660,084 787,023 1,848 32,082 19,802 23,610 896,133 1,123,287 

50年後 237,136 517,708 863,186 1,650,209 1,680 33,762 25,895 49,505 1,127,897 2,251,184 



 

 

                                     【整理番号44】 

 

    表４－２ 侵食便益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）海岸環境保全・海岸利用便益 
○効果の考え方 

海岸環境の保全効果ならびに海岸利用の効果とする。 

○対象施設 

高浜漁港海岸 

○年効果額算定式 

「高浜漁港海岸への１世帯あたり支払い意思額」×世帯数 

○年効果額の算定 

 

 表５－１ 高浜漁港海岸環境保全・利用便益算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※おおい町は、大飯町と名田庄村が合併しているため、両町村の支払意思額を有効回答数で重

み付平均し設定。 

  

 

 ※単位未満の数値を端数処理しているため、各項目の合計値等が一致しない場合がある。 

 

 被害額合計(千円) 侵食便益 

(百万円/年) 単期間 累計 

10年後 190 190 0.02 

20年後 1,529 1,719 0.2 

30年後 225,435 227,154 22.5 

40年後 896,133 1,123,287 89.6 

50年後 1,127,897 2,251,184 112.8 

 有効回答数 賛成 
世帯数 

(H27.9.1現在) 

支払意思額 

平均値※ 

(円/世帯/年) 

便益 

(百万円/年) (世帯) (世帯) (％) 

（
嶺
南
地
域
） 

福
井
県 

敦賀市 88 33 37.5 26,729 2,442 24.5 

小浜市 48 18 37.5 11,335 2,364 10.0 

美浜町 16 9 56.3 3,813 2,082 4.5 

若狭町 18 8 44.4 5,064 1,640 3.7 

高浜町 18 9 50.0 4,002 2,852 5.7 

おおい町 17 7 41.2 3,194 1,854 2.4 

京都府 
舞鶴市 99 56 56.6 35,173 2,984 59.4 

綾部市 47 26 55.3 14,041 2,238 17.4 

合計 
351 166 47.3 103,351  127.6 
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